Progress of the Compilation of “150 years’ History of Waseda University” by 田中 智子
193
〔
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
〕
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
田　
中　
智　
子
は
じ
め
に
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
の
十
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
九
月
末
ま
で
（
二
〇
一
九
年
度
後
期
と
二
〇
二
〇
年
度
前
期
）
の
状
況
を
報
告
す
る
。
以
下
、
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
で
の
議
論
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
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一　
二
〇
一
九
年
度
後
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要
二
〇
一
九
年
度
後
期
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
開
催
さ
れ
た
。
第
１
巻
編
集
会
議
は
三
月
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
１
巻
原
稿
の
締
切
を
控
え
て
い
た
た
め
、
四
月
以
降
に
延
期
と
な
っ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
三
回
）
一
一
月
一
三
日
、
一
〇
時
～
一
一
時
四
〇
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
七
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
３
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
○
編
纂
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
二
回
）
一
二
月
一
一
日
、
一
二
時
一
〇
分
～
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
一
二
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．
編
纂
専
門
委
員
退
任
に
関
す
る
件
／
２
．
二
〇
一
九
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
調
整
に
関
す
る
件
／
３
．
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『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
４
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
見
直
し
に
関
す
る
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
に
関
す
る
件
／
４
．
原
稿
の
編
集
に
関
す
る
件
／
５
．
出
版
に
関
す
る
件
／
６
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
７
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
８
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
９
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
11
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／
11
．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
関
す
る
件
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
四
回
）
二
月
二
八
日
、
一
二
時
～
一
三
時
五
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
３
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容
以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
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①
編
纂
体
制
社
会
科
学
総
合
学
術
院
選
出
の
委
員
（
四
号
委
員
）
が
交
代
し
た
。
ま
た
、
百
五
十
年
史
事
務
局
に
お
い
て
、
九
月
に
助
手
、
一
二
月
に
非
常
勤
嘱
託
（
第
３
巻
担
当
）
が
退
職
し
た
た
め
、
後
任
が
補
充
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
事
務
局
内
部
で
業
務
の
調
整
を
行
う
こ
と
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ
た
。
②
編
集
・
執
筆
の
進
展
第
１
巻
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
校
閲
が
始
ま
り
、
専
門
委
員
会
の
席
上
、
記
述
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
構
成
案
の
検
討
を
進
め
た
が
、
章
・
節
の
タ
イ
ト
ル
や
新
制
学
部
発
足
時
の
項
目
立
て
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
③
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
通
常
版
は
百
五
十
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
と
名
称
を
改
め
、
投
稿
版
に
か
わ
り
新
た
に
多
目
的
掲
示
板
（
早
稲
田
の
歴
史
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
最
終
的
に
は
百
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
・
百
五
十
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
・
多
目
的
掲
示
板
、
そ
の
他
早
稲
田
の
歴
史
に
関
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
集
め
た
、
早
稲
田
の
歴
史
に
関
す
る
総
合
的
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
る
「
早
稲
田
の
歴
史
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
仮
）」
を
構
築
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
報
告
・
承
認
さ
れ
た
。
④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
学
校
設
置
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
め
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
早
稲
田
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
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『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
新
規
構
築
予
定
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
」
に
て
作
成
さ
れ
た
、「
早
稲
田
大
学
関
係
雑
誌
所
載
早
稲
田
大
学
・
東
ア
ジ
ア
関
係
事
項
年
表
」
お
よ
び
「
早
稲
田
大
学
『
校
友
会
会
員
名
簿
』
留
学
生
関
連
情
報
」
の
二
点
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
⑤
資
料
の
調
査
・
収
集
二
〇
一
九
年
度
末
退
職
予
定
教
員
に
向
け
て
資
料
の
寄
贈
依
頼
を
出
し
た
こ
と
、
学
内
各
箇
所
（
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
、
商
学
学
術
院
、
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
、
政
治
経
済
学
術
院
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
藤
森
建
二
氏
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
⑥
情
報
発
信
一
二
月
四
日
に
第
五
回
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
荻
野
富
士
夫
氏
（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
大
学
史
に
学
生
は
入
っ
て
い
る
か　
―
『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』
の
経
験
か
ら
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
五
一
巻
（
二
〇
二
〇
年
三
月
刊
）
に
、
講
演
録
と
し
て
、
第
四
回
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
「
歴
史
の
な
か
の
私
立
大
学
経
営
と
早
稲
田
」（
戸
村
理
氏
）、
聞
き
取
り
記
録
の
一
環
と
し
て
、「
岩
波
哲
男
先
生
手
記
」
を
掲
載
し
た
。
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二　
二
〇
二
〇
年
度
前
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要
二
〇
二
〇
年
度
前
期
（
二
〇
二
〇
年
四
月
～
九
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
お
よ
び
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
、
四
月
八
日
よ
り
七
月
五
日
ま
で
原
則
全
教
職
員
在
宅
勤
務
と
な
っ
た
た
め
、
メ
ー
ル
に
よ
る
持
ち
回
り
審
議
、
あ
る
い
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
四
月
以
降
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第
１
巻
編
集
会
議
は
、
時
節
に
鑑
み
当
面
延
期
と
な
っ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
二
〇
年
度
第
一
回
）
審
議
は
五
月
一
五
日
に
会
議
資
料
と
こ
れ
に
関
す
る
説
明
資
料
を
各
委
員
に
送
付
し
、
五
月
一
九
日
を
期
限
と
し
て
委
員
に
質
問
・
意
見
を
求
め
て
、
五
月
二
二
日
付
で
事
務
局
よ
り
こ
れ
に
対
す
る
回
答
を
送
付
し
た
う
え
で
、
五
月
二
六
日
を
締
切
と
し
て
採
決
の
回
答
を
求
め
る
方
法
で
実
施
し
た
。
回
答
の
あ
っ
た
委
員
は
六
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．
二
〇
二
〇
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
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○
編
纂
委
員
会
（
二
〇
二
〇
年
度
第
一
回
）
審
議
は
六
月
一
七
日
に
会
議
資
料
と
こ
れ
に
関
す
る
説
明
資
料
を
各
委
員
に
送
付
し
、
六
月
二
四
日
を
締
切
と
し
て
採
決
の
回
答
を
求
め
る
方
法
で
実
施
し
た
。
回
答
の
あ
っ
た
委
員
は
一
四
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．
編
纂
専
門
委
員
選
出
に
関
す
る
件
／
２
．
二
〇
二
〇
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
４
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
に
関
す
る
件
／
４
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
５
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
６
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
７
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
８
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／
９
．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
関
す
る
件
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
二
〇
年
度
第
二
回
）
九
月
二
四
日
、
一
四
時
～
一
五
時
四
五
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．
二
〇
二
〇
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
〈
報
告
事
項
〉
１
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
百
五
十
年
史
構
築
・
運
用
の
件
（
旧
・
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
の
件
）
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
出
版
の
件
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（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容
以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
①
編
纂
体
制
　
編
纂
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
任
委
員
五
名
の
紹
介
を
含
め
、
確
認
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
編
纂
専
門
委
員
の
選
出
が
あ
り
（
八
名
）、
承
認
さ
れ
た
。
事
務
局
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
日
付
で
常
勤
嘱
託
が
退
職
し
て
四
月
一
日
付
で
助
手
と
な
り
、
同
じ
く
三
月
末
日
付
で
退
職
し
た
非
常
勤
嘱
託
（
第
２
巻
担
当
）
と
、
前
年
一
二
月
に
退
職
し
た
非
常
勤
嘱
託
（
第
３
巻
担
当
）
の
後
任
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
月
に
着
任
し
た
。
②
編
集
・
執
筆
の
進
展
　
第
１
巻
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
の
提
出
締
切
日
ま
で
に
八
五
項
目
分
の
原
稿
が
提
出
さ
れ
た
が
、
前
述
の
通
り
在
宅
勤
務
期
間
に
入
り
、
資
料
の
閲
覧
等
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
編
集
・
執
筆
作
業
に
影
響
が
生
じ
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
構
成
案
の
検
討
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
出
版
に
つ
い
て
早
稲
田
大
学
出
版
部
と
意
見
交
換
を
し
、
二
〇
二
一
年
度
末
の
刊
行
に
向
け
て
概
算
見
積
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。
③
Ｗ
ｅ
ｂ
版
百
五
十
年
史
の
構
築
・
運
用
　
早
稲
田
の
歴
史
に
関
す
る
総
合
的
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
早
稲
田
の
歴
史
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
仮
）」
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
以
外
の
シ
ス
テ
ム
も
活
用
す
る
た
め
、
事
業
の
名
称
を
標
題
の
通
り
に
改
め
た
。
百
五
十
年
史
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
は
本
年
四
月
よ
201
り
、
多
目
的
掲
示
板
（
仮
）
は
本
年
一
〇
月
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
構
築
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
学
内
立
入
禁
止
措
置
の
影
響
を
受
け
、
遅
れ
が
生
じ
た
。
④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成
　
Ｗ
ｅ
ｂ
版
百
五
十
年
史
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
学
内
立
入
禁
止
措
置
の
影
響
に
よ
り
、
新
規
構
築
中
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
遅
れ
が
生
じ
た
が
、
既
存
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
・
更
新
は
遠
隔
に
よ
る
作
業
も
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
後
者
の
ほ
う
に
注
力
し
た
。
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
早
稲
田
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
戦
争
犠
牲
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
・
更
新
を
行
っ
た
。
⑤
資
料
の
調
査
・
収
集
　
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
の
座
談
会
、
お
よ
び
新
制
大
学
発
足
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
。
学
内
外
の
資
料
調
査
・
収
集
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
度
末
退
職
予
定
教
員
に
向
け
て
の
資
料
寄
贈
依
頼
は
例
年
通
り
行
っ
た
。
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お
わ
り
に
二
〇
一
九
年
度
末
ま
で
は
、
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
作
業
も
概
ね
順
調
に
進
み
、
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
も
実
施
で
き
る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
年
度
が
変
わ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
大
き
く
制
限
を
受
け
た
。
そ
の
分
、
在
宅
勤
務
期
間
中
は
既
存
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
・
更
新
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
に
注
力
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
版
百
五
十
年
史
の
構
築
な
ど
、
外
部
の
業
者
と
連
携
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
月
六
日
に
通
常
勤
務
が
再
開
し
て
以
降
、
順
次
再
開
し
つ
つ
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
予
期
せ
ぬ
事
態
が
多
々
発
生
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
度
末
の
第
１
巻
刊
行
と
い
う
予
定
に
変
更
は
な
い
た
め
、
第
１
巻
原
稿
の
編
集
・
執
筆
を
中
心
に
、
何
と
か
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
